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Hirschmanniellae oryzaeに関する研究

（6）ゴマノ、ガレ病発生との関係

1　ま　えがき

川　　島　　嘉　　内

（福島県農試）

第1表　各処理区にむける槻虫歓とゴマハ

イネネモクリセンチュクの被害について吐，その一部を

不誌第6号に発表したが，なお不明のところが多い．これ

は本線虫が他の一部線虫に比し，明瞭をる被害様相を示き

ないことと，他の環樋要因と襟合して被害が助長されるこ

とに超因していることに上るものである・たとえば土壌の

遭元と相侯って本線虫の被害が助長されるなどが明らかと

なっている・又凄種試験などではゴマハガレ病の少をくを

ることが判明し，水田に土壌燻蒸剤を施用した結果ゴマハ

ガレ病の発生が少をくなることも，既に多くの試験例が示

すところである・このゴマハガレ病の発生について吐多く

の研究があるが・一般に不良土壌に発生が多いことが明ら

かである・著者も不線虫の被害解析の一環として，現地ゴ

マノ、ガレ病の多発地帯で，不線虫とゴマハガレ病発生との

関係について試験を行在ったのでその概要を報告する．

2　試験方法

試験場所は北会津郡北会津村坂内清一氏画場に木板1れ

×1れ×80mのものを使用した・区の構成は桓内の古根を

出来得る限力丁寧に抜取れそれ忙殺線虫根をほほ同量混

入した区・ならび忙古根を倍量接種した区．8倍量接種し

た区を設けた・施肥量は高度化成1賑当少150gとし，畑

苗代農林a号を6月4日に挿赦した，調査は7月飢日．8

月詔日に生育調査　をちびに分析，線虫の寄生教を調査

し・10月旭日に収量調査ならびに線虫故を分離した．線虫

の分離は横を1仰以下に切断し仁定温遊出島によ少，盗

C以上喝時間の数値であらわし．＝rマノ、ガレ病病立教は

収穫期止葉の中心前後5‘叩間の病斑故を各区恥枚につい

て実施した・区の構成は8区制とし，土性は泥炭地，湿
8］である．

3　結　　果

1・線虫の消長とゴマハガレ病発生との朗係

不線虫の寄生消長は田植の早晩，或は品種一永田の状

態に工少共をるが・不品種で湿田と云う条件では7月下

旬から8月上旬頃に最高とな少，その後急激に減少し．

9月中旬頃から小さい変化があわ，10月頃に吐殆んどど

の状態でも寄生教に多くの差が認められなくなるのが普

通であるが・初期密度の差異に上わこの消長．曲線もかな

り変化する・本試験では特に増加する時期の7月別口と

減少する8月盟日さらに収穫期の10月旭日に線虫の寄生

政とゴ㌧マハガレ病発生との関係について調査した結果壮

第1表のと卦少である・この表よめ接種量が多いの忙比
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例 して ・＝′マハ ル 病 の 発生 が多 くな る と云 うこ とは 認

められなh・これは寄主と射三との関係に上るもので．一定

の寄主に対する最大寄生量は殆んど定まってhるもので．

それ以上に接種しても・それ程の増化がみられないこと

を示しているものと推定される・さらに丁寧に抜取って

も筒且櫻虫の寄生が認められることは多少根が残ったこ
とに上るものと思われる．

7月旗日の線虫故とゴマハガレ病々斑故との間には第

1－8図に示すように正の相関関係（：＝十0・欄いり

がみら隼，8月詔日の調査では負の相関関係い＝＋

0欄6＊＊）が認められるが㍉＝相月遁E＝⊂吐相関幽係I

r■＝＝‾0・1050）は認めら＿れない．このことについて軋

線虫密度の増加期の7月旗日には一密度が高嶋横の障

害が多くなるが，8月笥日のhゎゆる減少期紬いては，

初期に多く寄生した根程根ぐされを起し易く，その結果

■として様虫吐栄養源が絶たれ・他への移動或は死亡のた

め密度は急激に減少してくるようになる・このためこの

時朋に機虫の軍匿が高いと云うことは，初期に侵入故が

少なかったことであれ更には根ぐされ程匿の饉hこと

に上るものである・これが負の相朗となって現われるも
のと推定される．

収穫期に無相関となること吐・比の時期に吐植物の生

理上よりみて根が老化し・栄華瀕がなくなるため，かな

カ淘汰される結果によるものと推定される．

2・薫内成分との関係につhて

線虫の寄生に上身根に障害を野こすことは既に説明し

ているが・これら根の障害が養分の吸収にも影響し，更

に吐ゴマハガレ病の発生の一要因ともなるものと考えら

れるので棄内成分について線虫との関係に卦いて検討し

た結果・窒素で吐7月凱日調査ではr＝十0．78防日　の

高い正の相関関係が認められたが8月の調査で吐認めら

れなかった・加里につhて吐7月飢日調査で吐r＝－

0・盟丞＊＊であわl第4図）8月盟日ではr＝十0．訂蕩

＊＊の何れも高い相幽関係が認められた．

ゴマハガレ病の発生に吐加重が充分関係していると報
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じられていることよめ．不試験でも，線虫の寄生によ少

抑朋詔鑑の戒い場合は窒素あるいは加里の含量が少ない

ことが明らかで．これらがゴマハガレ病の発生を助長す

る結果となっているものと思われる・

又加里の含量が多い場合忙は根ぐされに対して抵抗性

があるとされているが．線虫については．加里の多h場

合はむしろ増殖ナる傾向がみられる・これが前述のよう

に負の腑■好となってきているものと推定される・

燐酸．拝殿では明瞭な関係は見られなかったが■　この

ことについては更に検討を要するものと考えられる．

4　　む　ナ　ぴ

イネネモクリセンチユクの被害は一般に慢性的で．垂

故，或は験実に影響することは既に判明し，一種の秋落

現象の要因となっているととよ少．特化ゴマハガレ病と

不虫との関係について試験した結果は．初期忙多数者生

した場合は侵入による根の障害のため根の機能の低下が

卦こる．これ吐生育初期に線虫の寄生教が多く．また早

い程甚だしく，このために早期に根ぐされ現象が生ずる

ようになる．

横ぐされの甚だしくなった根には，線虫の栄養源が少

さ瓢　電　卓軋

第1周　7月24日線虫数とゴ㌧マハガレ病との関係

第2図18月23日線虫数とゴマハガレ病との関係

なくなれ　しかも他の有害物質が相中に充満するため・

線虫rl体は移動又は死亡し，密度の低下がみられる・此

様を現象をくわ返すものと推定される・

この間初朋野庭の高い場合は養分吸収が軋害される・

阻害される成分は加重・窒素が甚だしく・燐酸・粍酸に

ついては明瞭でない．

ゴ㌧マ′、ガレ病の発生には窒素と加里が関係しているこ

とが明らかで，不試験でも，7月調査では線虫の寄生歓

の多い程．窒素・加重の吸収が阻害され・そのためにゴ

マ′、ガレ病の発生が多くなるものと考えられる・又初戒

多数寄生した場合吐，根ぐされにな少易い・一万加里の

多い場合には線虫の増殖が強くなるため，8月の調査で

は，線虫の寄生の少ない毒しゴマノ、ガレ病の発生が多く

をるようにみられるが，このことは一m根ぐされの

甚だしいことを意味するものであって，この両者の関係

は同理由と考えられる・

以上のことより不良水田では，線虫が寄生することに

よめ．根の障害が甚だしく表わ，そのためゴマハガレ病

の発病が一席助長されるものと推定され．不線虫が秋落

現象の一要因とをっていることは明らかであると推定さ

れる．
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モ飯　野　畿

那岡10月15臥線虫数とゴマ′・ガレ病との関係

第4同　線虫数と加里との関係（7月24日）


